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平成29年７月27日　議会だより（2）

日本で最も美しい日本で最も美しい 村連合の村連合の
総会が本町で総会が本町で

補正
予算 ６月定例会

○
東
北
観
光
復
興
対
策
交
付
金

　
（
イ
ン
バ
ン
ド
取
組
事
業
）�

６
３
２
万
円

○
消
防
団
加
入
促
進
支
援
事
業

　
（
消
防
庁
が
交
付
す
る
委
託
金
）�

１
１
０
万
円

○
過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進
補
助
金�
１
０
０
０
万
円

○
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
総
会
開
催
事
業

１
０
０
万
円

　
（
補
正
後
予
算
額
７
０
０
万
円
）

○
総
合
交
流
促
進
施
設
等
管
理
運
営
費�

４
１
４
万
円

一
般
会
計

　 
主 
な 
歳 

入

　

第
６
回
定
例
会
６
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
諸
般
の
報
告
・
行
政
報
告
の
の
ち
、
３
議
員
が
一

般
質
問
を
行
な
い
、
遊
休
地
・
遊
休
施
設
の
処
分
と
活
用
に
つ
い

て
、
財
政
の
運
営
計
画
や
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
町
政
を
た

だ
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
か
ら
５
日
目
ま
で
は
休
会
と
し
、
６
日
目
に
、
平
成
29

年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
審
査
し
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選

任
に
同
意
し
、
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
対
す
る
請
願
は
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
、
ま

た
、
土
地
開
発
公
社
及
び
第
３
セ
ク
タ
ー
の
決
算
報
告
、
平
成
28

年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

７
日
目
と
８
日
目
は
休
会
で
、
７
日
目
に
総
務
文
教
・
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
を
可
決
、
飯
豊
町
監
査
委

員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

 平成29年度　補正予算 （単位：万円）

項　　　目 補正額 補正後の総額

一 般 会 計 6,317 69億3,528

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険

事 業 勘 定 △87 8億9,273

直診施設勘定 151 1億5,300

後 期 高 齢 者 医 療 39 8,507

介 護 保 険 220 10億8,016

訪 問 看 護 5 1,856

介護老人保健施設 820 3億2,855

下 水 道 事 業 267 6億9,245

水道事業会計収益勘定 40 2億773

概　　要
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日本で最も美しい日本で最も美しい 村連合の村連合の
総会が本町で総会が本町で

補正
予算 ６月定例会

○
道
路
橋
梁
単
独
災
害
復
旧
事
業
（
町
道
大
平
線
）

１
，
５
０
０
万
円

○
解
析
研
究
棟
整
備
事
業�

２
，
０
０
０
万
円

○
森
林
病
害
虫
防
除
事
業�

３
７
０
万
円

○
誘
客
施
設
受
入
整
備
事
業
委
託
業
務�

３
４
２
万
円

○
わ
く
わ
く
こ
ど
も
園（
乳
児
部
）改
修
工
事�

１
３
０
万
円

○
フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で
ボ
イ
ラ
ー
入
替�

５
０
０
万
円

○
畜
産
振
興
基
金
積
立�

１
５
０
０
万
円

人　事
監
査
委
員
に

　
　
二 

瓶 

秀 

一 

氏

　

梅
津
禎
三
氏
の

辞
職
に
伴
い
、
後

任
に
二
瓶
秀
一
氏

の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

一
般
会
計

　 

主 

な 

歳 

出

日本で最も美しい村連合総会（飯豊町会場）

わくわくこども園改修
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長
沼
桂
子
議
員

○
計
画
に
沿
っ
た
「
財
政
運
営
を
」

○
遊
休
地
・
遊
休
施
設
の
処
分
・
活
用
は

○
町
民
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
財
政
は

○
再
任
用
制
度
導
入
に
よ
る
効
果
は

質
問　
行
財
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
、
常
に
財
政
状

況
を
把
握
し
て
事
務
事
業

を
展
開
す
べ
き
と
思
う
が

大
綱
策
定
の
計
画
は
。

町
長　
平
成
27
年
度
で
計

画
期
間
が
終
了
し
て
い
ま

す
が
、
基
本
的
な
考
え
は

継
続
し
て
お
り
、
将
来
世

代
に
過
度
の
負
担
を
残
さ

な
い
予
算
執
行
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

大
綱
の
策
定
に
つ
い
て

に
基
づ
き
、
利
活
用
や
処

分
に
つ
い
て
、
少
し
ず
つ

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問　
山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ

飯
豊
研
究
所
関
連
事
業
に

多
額
の
資
金
が
投
入
さ
れ

た
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
町
民
の
要
望
に

応
え
る
た
め
の
財
源
を
保

留
し
て
お
く
べ
き
で
は
。

町
長　
新
た
な
産
業
育
成

や
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る

本
事
業
は
、
着
実
に
事
業

を
展
開
し
、
成
果
を
出
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
解
析
棟
２
棟

貸
工
場
１
棟
の
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
要
望
に
対
し
て

は
、
全
て
に
対
応
す
る
こ

と
は
困
難
と
し
て
も
、
計

画
的
に
執
行
し
ま
す
。

質
問　
今
年
度
か
ら
再
任

用
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が

そ
の
財
源
は
何
に
求
め
る

の
か
。

　
ま
た
、
職
員
が
増
え
る

分
、
公
民
館
に
正
職
員
を

配
置
す
る
考
え
は
。

町
長　
今
年
度
か
ら
導
入

し
た
再
任
用
制
度
は
、
長

年
の
公
務
で
培
っ
た
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
、
町
の

未
来
を
担
う
後
輩
職
員
へ

指
導
し
、
業
務
の
充
実
を

図
る
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
給
与
に
つ
い

て
は
、
一
般
財
源
を
充
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
へ
の
正

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
で
も

あ
る
の
で
、
職
員
の
研
修

の
場
と
し
て
も
、
今
後
十

分
に
検
討
し
ま
す
。

再利用が待たれる旧中津川小・中校舎

は
、
現
在
検
討
中
で
す
。

質
問　
遊
休
地
、
遊
休
施

設
の
処
分
ま
た
は
活
用
に

つ
い
て
、
早
急
に
検
討
す

べ
き
で
は
。

町
長　
旧
Ｌ
Ｄ
Ｆ
や
飯
豊

分
校
跡
地
に
つ
い
て
は
整

備
し
、
利
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
の
遊
休
地
及
び

遊
休
施
設
に
つ
い
て
は

「
遊
休
公
共
施
設
の
利
活

用
に
関
す
る
基
本
方
針
」

一般質問
健全な財政運営で
　　町民のための町政を
健全な財政運営で
　　町民のための町政を

基
本
的
な
計
画
は
継
続

基
本
方
針
に
基
づ
き
対
処

経
済
的
な
自
立
の
た
め
の

未
来
へ
の
投
資

豊
富
な
知
識
、
経
験
を

後
輩
職
員
に
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町
長　
人
事
行
政
、
そ
し

て
人
事
管
理
の
あ
り
方
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に

な
り
ま
す
。
組
織
の
活
性

化
を
図
り
、
町
民
の
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
や
地
域
主
権

の
確
立
を
目
指
し
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
最

大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
人
事
評

価
の
ね
ら
い
は
、
能
力
・

実
績
に
基
づ
く
人
事
管
理

の
徹
底
で
あ
り
ま
す
。

専
門
職
制
の

活
用
を
考
慮

○
町
の
人
口
減
少
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

○
能
力
主
義
に
立
っ
た
人
事
管
理
は

○
議
会
で
の
答
弁
の
責
任
に
つ
い
て

○
少
子
化
と
高
齢
化
の
ケ
ア
対
策
に
つ
い
て

質
問　
町
の
人
口
減
少
状

況
と
対
策
に
つ
い
て

町
長　
人
口
減
少
対
策
に

つ
い
て
は
、
主
に
結
婚
や

移
住
・
定
住
に
取
り
組
む

特
別
政
策
室
を
４
月
に
設

け
ま
し
た
。
若
年
層
の
雇

用
確
保
に
向
け
、
町
内
企

業
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

産
業
祭
り
を
開
き
ま
す
。

質
問　
能
力
主
義
に
立
っ

た
人
事
管
理
は
。

　

今
後
は
、
研
修
の
充
実

と
管
理
者
の
養
成
を
図
り
、

組
織
全
体
の
士
気
高
揚
を

促
す
と
と
も
に
、
専
門
職

制
の
活
用
も
考
慮
し
な
が

ら
新
た
な
人
事
管
理
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

質
問　
議
会
で
の
答
弁
の

責
任
に
つ
い
て

町
長　
一
般
質
問
に
対
す

る
答
弁
は
、
非
常
に
責
任

が
重
い
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
本
会
議
だ
け

で
な
く
、
委
員
会
も
同
様

で
あ
り
、
公
式
の
場
で
の

発
言
に
は
、
責
任
が
伴
い

ま
す
。
昨
年
12
月
の
質
問

は
、
「
女
性
の
模
擬
議

会
」
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
議
会
事
務
局
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

質
問　
少
子
化
と
高
齢
化

の
ケ
ア
対
策
に
つ
い
て

町
長　
今
年
度
は
、
介
護

保
険
計
画
を
策
定
す
る
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民

の
意
見
を
分
析
し
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
致
し

ま
す
。
未
来
の
高
齢
者
ケ

ア
に
繋
が
る
事
業
で
実
施

で
き
る
よ
う
検
討
を
重
ね

て
参
り
ま
す
。

産
業
祭
り
を

新
た
に
開
催

非
常
に
責
任
が

重
い
も
の
と
認
識

生
活
支
援
・
介
護
予
防
等

推
進
協
議
会
で
検
討

鈴
木
敏
夫
議
員

一般質問
活力あふれる

まちづくりを目指して
活力あふれる

まちづくりを目指して
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遠
藤　

忠
議
員

○
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

　
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
条
例
は

○
危
険
家
屋
の
解
体
条
例
改
正
は

質
問　
県
は
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
共
に
生

き
る
社
会
づ
く
り
条
例
を

平
成
28
年
３
月
に
施
行
し

た
。
本
町
で
は
平
成
29
年

３
月
に
「
障
が
い
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
職
員
対
応
要

領
」
が
制
定
さ
れ
て
お
り

条
例
化
の
取
り
組
み
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

を
理
由
と
す
る
障
が
い
者

差
別
解
消
に
係
る
条
例
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問　
住
宅
な
ど
の
倒
壊

し
て
い
る
空
屋
で
、
美
観

景
観
、
町
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
に
危
険
が
及
ぶ

事
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
現
条
例
で
は
対
応
出
来

な
い
部
分
が
あ
り
、
条
例

の
改
正
が
必
要
で
は
。

増えつづける空屋

町
長　
本
町
に
お
け
る
身

体
・
精
神
・
知
的
障
が
い

者
手
帳
所
持
者
数
は
数
百

名
で
す
。
第
４
期
「
飯
豊

町
障
が
い
者
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
、
就
労
支
援
、

移
動
支
援
、
日
常
生
活
用

具
給
付
な
ど
、
障
が
い
者

施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

早
い
時
期
に
、
障
が
い

障
が
い
者
差
別
解
消
に

係
る
条
例
化
を

一般質問

住みよい町づくりは住みよい町づくりは

町
長　
町
内
の
空
家
は
１

５
５
棟
あ
り
、
89
棟
は
使

用
困
難
な
状
態
で
す
。
４

年
間
で
25
棟
の
解
体
除
去

し
ま
し
た
。

　

今
後
益
々
解
体
家
屋
が

増
え
て
来
ま
す
の
で
早
急

に
条
例
の
改
正
を
検
討
し

ま
す
。

使
用
困
難
空
家
89
棟
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去
る
６
月
25
日
、
山
口
文
隆

議
員
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
に
葬
儀
、
告
別
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
員

は
温
厚
篤と
く
じ
つ実
な
人
柄
や
卓
越
し

た
識
見
に
よ
る
指
導
力
、
さ
ら

に
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
諸

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
を
し
の

び
、
町
内
外
か
ら
多
数
の
会
葬

者
が
議
員
の
逝
去
を
悼
み
ま
し

た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

山口文隆議員 逝去

新たな
農業委員会制度はじまる
新たな
農業委員会制度はじまる

７月より農業委員会制度の改正により、委員10名の任命に同意
任期は平成29年７月20日から平成32年７月19日までの３年間

　
鈴
　
木
　
寛
　
幸
　
�
　
　
　
椿

　
髙
　
橋
　
幸
　
子
　
�
　
　
添
　
川

　
井
　
上
　
禎
　
夫
　
�
　
　
高
　
峰

　
安
　
部
　
数
　
幸
　
�
　
　
小
　
屋

　
横
　
澤
　
謙
　
次
　
�
　
　
黒
　
沢

　
舩
　
山
　
彰
　
夫
　
�
　
　
小
白
川

　
伊
　
藤
　
　
　
悟
　
�
　
　
高
　
峰

　
須
　
藤
　
利
　
美
　
�
　
　
　
中

　
朝
　
倉
　
隆
一
郎
　
�
　
　
萩
　
生

　
木
　
村
　
朝
　
子
　
�
　
　
萩
　
生

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
農 

業 

委 

員 

10
名

　主な仕事（農業委員・農地利用最適化推進委員も共通任務）
総会議決権は農業委員のみ
　→担い手へ農地集積・集約促進
　→耕作放棄地の発生防止と解消
　→農業への新規参入の促進
　→農地利用最適化推進に関する指針の策定

農地利用最適化推進委員10名が選任されます。

固
定
資
産
評
価
委
員
の
選
任
に
同
意

　
五
十
嵐
　
眞
氏
（
手
ノ
子
）
を
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
と
し
て
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
平
成
29
年
６
月
20
日
か
ら
平
成
32
年
６
月

19
日
ま
で
の
３
年
間
。

協 同 作 業
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平
成
28
年
度
土
地
開
発
公
社
及
び
第
３
セ
ク
タ
ー
４
社

の
決
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
３
セ
ク
タ
ー
（
町
が
50
％
以
上
出
資
す
る
会
社
）
に

お
い
て
は（
有
）エ
ル
ベ
が
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
経
営
基
盤
の
強
化
を

目
的
に
、
３
月
31
日
に（
株
）緑
の
ふ
る
さ
と
公
社
が（
株
）

飯
豊
町
産
業
開
発
公
社
へ
吸
収
合
併
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
商
号
を（
株
）飯
豊
町
地
域
振
興
公
社
と

し
、
添
川
事
業
部
と
中
津
川
事
業
部
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

飯豊町土地開発公社
損益計算書

（単位：千円）

科　　　　目 金　　額

完 成 土 地 等 売 却 収 入 0

完 成 土 地 等 売 却 原 価 0

開 発 中 土 地 売 却 収 益 0

販売費及び一般管理費 124

特 別 損 失 0

事 業 外 収 益 26

当 期 利 益 （ 税 引 後 ） △98

㈱飯豊町産業開発公社
損益計算書

（単位：千円）

科　　　　目 金　　額

売 上 高 229,927

売 上 原 価 77,480

販売費及び一般管理費 159,827

営 業 外 収 益 3,545

営 業 外 費 用 315

特 別 利 益 43,408

特 別 損 失 15,649

当 期 利 益 （ 税 引 後 ） 23,066

㈱緑のふるさと公社が
　　㈱飯豊町産業開発公社へ

平成28年度

土地開発公社
第３セクター 決算

合併
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飯豊めざみの里㈱
損益計算書

（単位：千円）

科　　　　目 金　　額

売 上 高 646,285
売 上 原 価 400,207
販売費及び一般管理費 243,941
営 業 外 収 益 642
営 業 外 費 用 39
特 別 利 益 0
特 別 損 失 574
当 期 利 益 （ 税 引 後 ） 1,650

㈲どんでん平ゆり園
損益計算書

（単位：千円）

科　　　　目 金　　額

売 上 高 43,016

売 上 原 価 12,760

販売費及び一般管理費 30,094

営 業 外 収 益 619

営 業 外 費 用 0

当 期 利 益 （ 税 引 後 ） 442

㈲エルベ
損益計算書

（単位：千円）

科　　　　目 金　　額

売 上 高 34,831

売 上 原 価 11,199

販売費及び一般管理費 25,422

営 業 外 収 益 0

営 業 外 費 用 132

当 期 利 益 （ 税 引 後 ） △1,994
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教
育
委
員
会

◆
中
体
連
で
、
陸
上
競
技

１
５
０
０
ｍ
と
３
０
０
０

ｍ
、
野
球
、
柔
道
、
水
泳

で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
に
は
、
優
勝
者

の
ほ
か
、
多
数
の
種
目
が

出
場
し
ま
す
。

総
務
企
画
課

◆
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
総
会
が
、
本
町
会
場

に
６
月
28
日
か
ら
30
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
萩
生
、
添
川
住
宅
団
地

概
要
と
進
め
方
の
説
明

を
、
東
部
地
区
（
６
月
20

日
）
、
萩
生
地
区
（
６
月

23
日
）
に
し
ま
す
。

◆
（
仮
称
）
い
い
で
未
来

サ
ポ
ー
ト
隊
（
婚
活
支

援
）
設
置
し
ま
す
。

住
民
税
務
課

◆
緑
が
丘
斎
場
の
大
規
模

改
修
を
、
６
月
12
日
か
ら

８
月
31
日
ま
で
の
工
期
で

し
ま
す
。
７
月
下
旬
か
ら

８
月
上
旬
に
、
炉
の
改
修

予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら

使
用
出
来
な
い
た
め
白

鷹
、
南
陽
、
川
西
の
斎
場

を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

送
り
ま
し
た
。

町
長　
年
度
内
に
山
大
、

山
銀
の
協
議
で
決
ま
る
と

思
い
ま
す
が
、
繰
越
し
も

あ
り
得
ま
す
。

　

女
性
の
登
用
は
大
事
な

こ
と
な
の
で
検
討
し
ま

す
。

井
上
委
員　
緑
が
丘
斎
場

の
使
用
で
き
な
い
期
間
は
。

住
民
税
務
課
長　
ま
だ
具

体
的
工
事
期
間
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
特
定
さ
れ

次
第
町
民
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鈴
木
委
員　
中
津
川
小
中
学

校
利
活
用
検
討
状
況
は
。

　
婚
活
の
取
組
み
は
。

総
務
企
画
課
長　
昨
年
か

ら
村
づ
く
り
協
議
会
と
協

議
を
し
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
な
形
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。

特
別
政
策
室
長　
未
婚
者

の
情
報
デ
ー
タ
を
収
集
し

て
い
ま
す
。
８
月
下
旬
に

未
婚
者
親
の
講
演
会
・
意

識
調
査
、
成
人
式
で
も
調

査
し
、
婚
活
支
援
・
定
住

対
策
を
進
め
て
行
き
ま

す
。

遠
藤
委
員　
職
員
研
修
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

行
政
管
理
室
長　
県
の
研

修
所
へ
派
遣
・
専
門
、
階

層
別
研
修
、
ま
た
、
資
質

向
上
の
研
修
、
異
業
種
交

流
等
を
行
い
な
が
ら
、
成

長
で
き
る
様
努
め
て
い
ま

す
。

後
藤
委
員　
総
合
教
育
会

議
の
内
容
は
。

教
育
総
務
課
長　
小
学
校

２
校
、
幼
児
施
設
２
園
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
他
教
育
全
般
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

長
沼
委
員　
平
成
29
年
度

地
方
債
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

感
触
は
。

　
ま
た
、
女
性
職
員
の
役

職
へ
の
登
用
は
。

総
合
政
策
室
長　

11
億

８
２
０
０
万
円
要
望
し
ま

し
た
。
過
疎
債
の
特
別
枠

（
５
億
５
０
０
０
万
円
）

を
お
願
い
し
て
き
た
が
、

山
大
貸
し
工
場
事
業
者
が

決
定
し
て
い
な
い
た
め
見異業種の講演研修

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

総合教育会議
小学校２校、幼児施設２園を確認
総合教育会議
小学校２校、幼児施設２園を確認

総務文教常任委員会
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農
林
振
興
課

◆
６
月
16
日
か
ら
、
飯
豊

桧
枝
岐
線
が
全
線
開
通
し

ま
し
た
。

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
は
、
候
補
者
評
価
委

員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
32
年
７
月

19
日
ま
で
。（
任
期
は
３

年
）

商
工
観
光
課

◆
６
月
10
日
に
ゆ
り
園
を

開
園
し
ま
し
た
。
見
ご
ろ

は
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上

旬
こ
ろ
で
す
。

◆
花
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
県
全
体
で
行
い
ま
す
。

◆
山
形
冬
の
あ
っ
た
か
回

廊
は
４
市
５
町
（
上
山
も

含
む
）
で
取
り
組
み
、
町

で
は
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
で
参

加
し
ま
す
。

◆
山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ
の
解

析
研
究
棟
と
ア
ナ
リ
シ
ス

棟
を
一
括
発
注
に
変
更
検

討
中
で
す
。
町
内
企
業
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

産
業
祭
を
復
活
し
ま
す
。

地
域
整
備
課

◆
６
月
１
日
に
中
水
源
の

竣
工
式
が
終
了
し
順
調
に

稼
働
し
て
い
ま
す
。

◆
水
道
料
金
を
６
月
よ
り

５
％
値
上
げ
い
た
し
ま

す
。

健
康
福
祉
課

◆
県
内
で
発
症
し
た
は
し

か
は
５
月
17
日
で
県
よ
り

終
息
の
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。

◆
す
ぎ
な
施
設
整
備
計
画

を
９
月
19
日
か
ら
３
月
20

日
で
完
成
予
定
で
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設

国
保
診
療
所

　

ゆ
り
園
の
好
意
で
入
場

無
料
券
を
頂
い
た
の
で
通

所
、
入
所
者
の
散
策
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

古
山
委
員　
５
月
の
臨
時

会
で
決
定
し
た
工
事
の
進

捗
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長　

第
３

セ
ク
タ
ー
の
修
繕
工
事

は
３
件
で
し
た
。
エ
ル

ベ
は
落
札
さ
れ
ま
し
た

が
フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で

め
ざ
み
の
里
物
産
館
は

不
調
で
し
た
。
２
件
は

内
容
を
見
直
し
再
度
入

札
し
ま
す
。

嶋
貫
委
員　
臨
時
会
を
開

い
て
ま
で
。
落
札
で
き
な

い
の
は
な
ぜ
か
、
ゆ
り
園

の
ふ
じ
棚
の
ふ
じ
が
成
長

し
て
い
な
い
が
ど
ん
な
管

理
を
し
て
い
る
の
か
。

後
藤
町
長　
今
後
十
分
に

職
員
を
指
導
を
し
ま
す
。

商
工
観
光
課
長　
ゆ
り
園

に
対
応
策
を
聞
き
ま
す
。

高
橋
委
員　
ゆ
り
園
の
環

境
と
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
の
整

備
は
。

商
工
観
光
課
長　
ス
ノ
ー

パ
ー
ク
事
業
と
環
境
整
備

を
委
託
、
さ
ら
に
除
雪
機

の
購
入
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

菅
野
委
員　
屋
台
村
構
想

に
つ
い
て
、
い
つ
か
ら
稼

働
す
る
の
か
。

産
業
活
性
化
担
当
課
長　

７
月
に
説
明
会
を
し
て
11

月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

井
上
委
員　
工
事
入
札
が

２
件
不
調
に
な
っ
た
、
美

し
い
村
連
合
総
会
に
影
響

は
な
い
の
か
。

後
藤
町
長　
20
日
に
再
入

札
を
し
ま
す
。

不調になったフォレストいいで

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

発注工事２件入札不調発注工事２件入札不調
産業厚生常任委員会
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あ
と
が
き

　

今
年
の
天
候
は
異
常
気

象
か
も
し
れ
な
い
。ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
不
作
、雑
草
が
伸

び
な
い
、
作
物
と
り
わ
け

稲
の
草
丈
が
短
い
、
茎
数

も
少
な
い
。
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と
海
で
は
、
鯛
が
多

く
釣
れ
る
と
の
こ
と
。

　

体
調
に
は
充
分
注
意
し

て
生
活
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
（
嶋
貫
記
）

発
行
責
任
者

　
議
長
　
後
藤
惠
一
郎

委
員
長
　
嶋
貫
　
栄
助

副
委
員
長
　
髙
橋
　
亨
一

委
　
員
　
後
藤
惠
一
郎

　
　
　
　
鈴
木
　
敏
夫

　
　
　
　
古
山
　
繁
巳

　
　
　
　
遠
藤
　
　
忠

◇
表
紙
説
明
◇

　
消
防
大
演
習

女
性
・
新
入
団
員
の
訓
練

園
児
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

少
年
少
女
防
火
ク
ラ
ブ
の

消
火
訓
練

　

東
串
良
町
は
、
鹿
児
島

県
大
隅
半
島
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
あ
り
、
東
は
太
平
洋

の
黒
潮
が
踊
る
志
布
志
湾

に
面
し
て
い
ま
す
。
山
が

な
く
平
坦
地
（
役
場
標
高

で
12
ｍ
）
、
総
面
積
27
・

69
平
方
ｋ
ｍ
、
志
布
志
湾

国
家
石
油
備
蓄
基
地
も
あ

り
ま
す
。
台
風
銀
座
、
地

震
・
津
波
等
の
被
害
に
万

全
の
被
害
対
策
が
必
要
か

ら
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

に
突
発
的
な
災
害
に
備
え

た
「
危
機
管
理
体
制
」
を

議
会
基
本
条
例
に
、
条
文

化
し
ま
し
た
。
本
町
で
も

水
害
・
地
震
等
の
災
害
に

備
え
た
、
議
会
・
議
員
の

役
割
を
、
考
え
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
ま
ゆ
う
の
課
長

さ
ん
の
案
内
で
、
繁
殖
と

肥
育
農
家
坂
籐
政
文
氏

（
繁
殖
牛
１
０
８
頭
と
肥

育
牛
98
頭
）
、
肥
育
農
家

稲
本
民
雄
氏
（
去
勢
肥
育

牛
３
０
０
頭
）
、
繁
殖
農

家
河
野
秀
一
氏
（
子
牛
年

間
２
０
０
頭
出
荷
が
目

標
）
を
研
修
し
て
き
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
は
ま
ゆ
う
の
技
術

員
と
行
政
、
畜
産
農
家
が

支
え
合
い
競
争
し
な
が
ら

経
営
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

肥
育
は
去
勢
牛
が
中
心

な
の
で
、
米
沢
牛
（
雌
子

牛
）
の
生
産
に
貢
献
し
て

い
ま
し
た
。
畜
舎
は
簡
素

な
資
材
（
雨
風
を
防
ぐ
だ

け
）
で
充
分
な
の
で
、
本

町
よ
り
コ
ス
ト
を
低
く
抑

え
ら
れ
ま
す
。
大
規
模
な

の
に
臭
い
な
ど
も
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
町
も
、
行
政
と
Ｊ
Ａ
、

一
つ
に
な
っ
て
指
導
し
、

若
者
が
畜
産
経
営
に
取
組

み
や
す
い
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
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議
会
基
本
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例
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部
設
置
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綱
を
策
定

米
沢
牛
生
産
に
貢
献

全議員行政視察研修全議員行政視察研修全議員行政視察研修全議員行政視察研修
議会としての災害対策の取組みについて

畜産経営について


